
 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経 理 責 任 者 印 

  

 

2018年 7 月 13日 

 

 幹事長 

         渡辺 豊子  殿 

 

                                          出張者氏名  二見 裕子  印 

 

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先  東京 早稲田大学大隈記念講堂大講堂                             

  ２．出張日時      2018年 7月 11日 ～2018年 7月 12日 

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

 

  全国地方議会サミット 2018 議会のチカラで日本創生 参加の為   

  ４．旅    費 

 乗車券往復（JR日根野駅～JR高田馬場駅）￥8,640×2 = 17,280 

 特急券往復（JR 日根野駅～新大阪駅）￥650×2 = 1,300 

 新幹線往復（JR新大阪～JR品川）￥5,700×2 = 11,400 

 地下鉄往復（高田馬場駅～早稲田）￥165×2 = 330 

 宿泊代 1泊 ￥12,600 

 参加費 ￥10,000（＋振込手数料 ￥216） 

                                                     計  ￥ 53,126  

                                      

  

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５、報  告 

 

■1日目：7月 11日（水） 

【基調講演】「地方議会から日本を変える」13：00～13：30 

  北川正恭 早稲田大学名誉教授 

【特別講演】「地方創生の展望」13：30～14：20 

  野田聖子 総務大臣（国会の為、代理で総務事務次官 安田満氏） 

 （休憩） 

【講演、ディスカッション】「真の地方創生とは何か」14：30～16：00 

  片山善博 早稲田大学教授／地方創生と地方議会の役割 

  大西一史 熊本市長／震災復興と地方創生 

  北川正恭 早稲田大学名誉教授 

 （休憩） 

【課題整理】「地方創生時代に求められる議会力」16：10～16：30 

  江藤俊昭 山梨学院大学教授 

【パネルディスカッション】「議会力強化のための、議会事務局の変革」16：30～17：30 

  小林宏子 東京都羽村市議会事務局長 

  清水克士 滋賀県大津市議会局次長 

  ▽進行：千葉茂明 月刊『ガバナンス』編集長 

  

■ 2日目：7月 12日（木） 

【先進事例報告①】「地方創生をリードする議会へ」09：30～11：20 

  目黒章三郎 福島県会津若松市議会議長／住民との対話から課題解決へ 

  子籠敏人 東京都あきる野市議会議長／広報改革から展開する議会改革 

  ビアンキ・アンソニー 愛知県犬山市議会議長／自由討議で委員会提言へ 

  川上文浩 岐阜県可児市議会議長／委員会代表質問と政策サイクル 

  ▽進行：廣瀬克哉 法政大学教授 

 （休憩） 

【先進事例報告②】「政策を実現する議会へ」11：30～12：30 

  尾崎大介 東京都議会議長／条例マニフェストと議会改革 

  松本研 横浜市会議長／議員提案条例による政策実現 

 （昼食） 

【講演】「海外の議会制度から議会の多様性を考える」13：15～13：50 

  中林美恵子 早稲田大学教授 

【パネルディスカッション】「多様性ある議会に向けた実践と課題」13：50～14：50 

  本間まさよ 東京都武蔵野市議会議長 



  岩永ひさか 東京都多摩市議会議長 

  白川静子 神奈川県茅ヶ崎市議会議長 

  ▽進行：中村健 早稲田大学マニフェスト研究所事務局長 

 （休憩） 

【提言、総括】「政策型選挙の実現に向けて」15：00～16：00 

  北川正恭 早稲田大学名誉教授、ほか 

  ~終了後、会場の参加者全員で記念撮影 

 

＜感 想＞ 

早稲田大学大隈記念講堂大講堂において、１０００名を超える地方議員が全国から参加さ

れていて、満員の大講堂でした。講堂が重要文化財ということで飲食が出来ず、水も飲めず、

水分補給は場外に出てとの事で、戸惑いました。 

はじめに、北川正恭 早稲田大学名誉教授からは「地方議会から日本を変える」というテー

マでの基調講演があり、各地方での議員、議会は何をすべきか、執行部の追認機関ではなく、

主体は議会にあるとの事でした。 

1 日目で一番印象的だったのが、大西一史 熊本市長の震災時の話でした。熊本城の復元は

崩れた石垣を 1個ずつ元に戻すに 20年かかるとの事。震災時の避難された方は車中泊が多

く、避難所には 3 割の方しかいなかった。避難所も半壊全壊もあり、58000 人計画だった

が、実際は 11万人であった。公助の限界を感じたと。物流も困難で水 1本も届かない状況。

市長はツイッターを発信していたが、間違った情報を流すと大混乱になるので難しいと。 

 熊本市議会には災害時の議会、議員の行動について決め事がなかったため、議員が個々に

市の幹部職員などに電話をし、地域からの陳情をつないでいたという話しもされていまし

たが、議員が地域などで個別に集約した要望や要請事項については、「議会」で一旦取りま

とめ、災害対策本部に伝達する議員の意識が必要だなと思いました。熊本市は震災後、まち

づくりセンターを 17 カ所設置し、担当職員 49 名を配置。たて行政を取り除き、地域の住

民同士で支えあって（共助）安心して暮らせるまちづくりに取り組む。公助の限界を震災で

見たことにより、共助に力を入れた事は参考となると思いました。 

2日目は、先進事例報告があり、その中でも、広報改革から展開する議会改革として子籠敏

人 あきる野市議会議長の報告が興味深かった。議会だよりの表紙にこだわり→手に取って

もらう事、詰め込まない→読んでほしい量と読める量には差がある事、号ごとにターゲット

を変える→新規購読者を獲得。議会報告会は「議員と話そう、みんなで話そう」と報告だけ

でなく、テーマを決めてグループワークを行い、意見交換を行っている。議会だよりを見せ

て頂きましたが、読みやすく手に取ろうと思う物でした。 

また、ビアンキ・アンソニー 犬山市議会議長の報告の議員個人の一般質問あるいは代表質

問から抽出した課題を議員間討議で意見を集約し、議会としての提案へとつなげる。 

そのことによって、議会として、1つの成果が出る。面白い取り組みだと思いました。 



最後のパネルディスカッションは女性の議長による「多様性ある議会に向けた実践と課題」

でした。武蔵野市議会は女性議員が 26 人中 11 人、多摩市議会は 26 人中 11 人、茅ケ崎市

議会は 28 人中 8 人と女性議員が占める割合の高い議会のパネルディスカッションでした。 

岩永ひさか 多摩市議会議長から、女性議員が増えた事のメリットは、男性は縦社会を作り

たがるが、女性はどちらかと言えば横つながりやネットワークを大事する傾向が強いので、

委員会などでもメンバーのいいところを引き出しながら委員会運営していくのが上手い気

がすると。市民からは、女性議員ならではの相談できること、しやすい課題（DV、性被害）

を議会に届けやすくなったとも言えると。熊取町も 14人中 4人が女性ですが、男性、女性

関係なく、互いに尊重し活動できればいいのではと思いました。 

今回の会合は、沢山の地方議会からの取り組みが聞けて、参考になりました。 










